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議
し
い
金
一
曲
、
麟
ゆ
だ
く
杏
tm

盟謹r鰭入の鵠年J言日露ま

日犠書会
一一一

?会川肘・5会議蒙

iSF考のあ
者支え老る

hf主人寺
会近注撃滋 "!、 f' .... 'l .~コ

E J主語カ3

1二7Eを ら
ヤ;完 7)'"

て
い
る
続
と

F

的
制
関
わ
り
ゃ
悲
い
に
つ
い
て

市
内
務
会
は
、
…
冊
円
十
併
を
添
っ
て
、

き
ま
ざ
ま
な
人
ど
両
日
自
に
請
し
へ
円
三
え
る

叫
切
で
す
ら
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
ロ

手
を
つ
な
ご
う
。
み
ん
な

ま
あ
る
い
地
球
の
仲
間

コ
ア
レ
ピ
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
だ
け
で
な

〈
‘
も
フ
と
絵
本
を
た
く
さ
ん
目
見
て
ほ

し
い
σ

ひ
と
り
寸
も
多
く
の
お
友
だ
ち
γ

に
、
説
絡
の
継
し
寺
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
な
え
そ
ん
な
開
い
合
込
め
て
、
お

締
き
ん
漆
が
人
的
劇
な
止
を

γ
レ
V
Y
J

L
r
し
ま
す

G

そ
の
後
は
、
み
ん
な
で
レ

ク
リ
丸
3
5
2
9

ン
匁
ン
刷
、
ブ
ポ

l
ク
ダ
ン
ス

で
神
地
ぴ
ま
し
ょ

7
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お
父
さ
ん
、
お
母

さ
え
、
お
ば
あ
ち
ゃ

λ
も
ぜ
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7
ぞお

紙
芝
陣
癌
・
人
形
劇

V
窓
ー
も
り
の
な
か
い
「
一
↓
一
邸
内
ゃ
ぎ

の
が
ら
が
ら
と
ん

~
F袋
を
買
い
に
」

3:00 

ほ
か

V
時
間
附
午
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前
始
時
i
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ぬ
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醐
隅

V
タ
イ
ト
ル
心
。
い
仁
め
を
な
く

い
ま
一
度
、
豊
か
さ
を
絡
い
い
阻
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
コ

l
十
ー
で

は
日
常
活
動
的
機
子
キ
免
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
生
活
肉
中
で
ぶ
つ

か
る
問
題
も
怪
起
し
ま
す
」
ぜ
ひ
尽

を
止
め
て
A
て
く
だ
u

沿い
c

翠

3階ホワイエ・ホ…ル
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3
部
開
舟
ハ
ワ
イ
ー
ム

V
時
期
午
的
閉
山
山
崎
4
3
午
後
4
時

智
内
務
本
ゑ
V
J

的h
い
子
作
汁
ハ
リ
め
織
か
き

b
h
*
子
時
間
的
人
検
家
お
ら
い
や
り
め
心

wv
場部
m

3
抽
出
ホ
ワ
イ
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V
時
間
関
午
一
一
郡
山
山
持
1
今
後
2
時

子
ど
も
た
ち
は
今
・

.....Q

自
立
へ
の
深
層
を
探
る

ナ
i
鵠
的
役
制
耐
と
責
任

L

③
ぷ
持
て
吸
い
じ
め
、
発
行
め
卦
が
拾
い
矯
め

て
い
ま
せ
ん
か
e-
い
七
め
っ
子
い
じ
め
親

F
間
関
係
に
あ
ゐ
約
ぞ
は
と
、
絞
め
あ

ら

れ

っ

チ

も

り

行

を

与

え

る

一
時
引
は
れ
ア
喜
劇
臨
静
薬
師
官
ぜ
軒

や
mm
械
的
職
中
段
な
ど
が
い
じ
め
ん
れ
つ
ゆ
持
拡
務
て
よ
う
晶
び
こ
っ
干

子
を
鱗
神
的
に
噛
問
い
つ
め
と
い
る
こ
と

V
時
間
午
治
日
時
i
H持
部
分

を
初
制
介
さ
ら
に
い
と
め
っ
千
的
心
開
棋
が
、
先
散
が
、
鳩
山
械
の
人
が
、
予

約
後
辺
、
絞
め
後
し
H
に
も
間
総
カ
あ
供
を
と
り
ま
く
し
〈
人
か
吋
子
供
た
ち
を

る
こ
ど
そ
明
ら
か
に
し
て
い
く

M

ど
う
育
て
て
い
く
か
、
ご
一
緒
に
考
え
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一
葉
の
世
界
を
語
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V
作
品
「
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け
く
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V
跨
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苧
熊
沢
潟
水
一
制
作
悶
)
さ
ん

「
た
け
く
ら
べ
」
は
、
美
h
E
品問、

倍
知
的
名
と
と
も
に
主
あ
ま
り
に
し

ぶ
な
一
般
の
縫
尚
織
作
守
す

時
崎
前
川
レ
い
7

…
門
跡
帆
付
時
開
な
問
機
内

5
人
の
お
ふ
'
さ
ん
を
育
て
ら
れ
た
後
、

円
分
を
生
か
し
告
が
り
人
的
役
に
立
つ

錦命朗読
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wv醐
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間
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成
劇
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額
「
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ど
も
速
に
や
さ
し
さ
と
対
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と
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気
を
/
」

1
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V
時

間

午

後
0
時
却
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時
却
す

て
み
ま
せ
ん
か
内
線
と
ず
で
は
凡
て
く
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主
い
。

内
申
ピ
的
手
に
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明
る
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わ
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時
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之

4
月

1
臼
か
ら
新
料
金
と
な
る
あ

の
水
道
料
金
。
寸
一
水
道
特
集
」
の
第
2

回

B
は
我
孫
子
市
水
道
局
の
水
潟
で

す
。
以
前
は
地
下
水
に
頼
っ
て
い
た
市

の
水
道
事
業
も
昭
和

M
年
号
月
か
ら

は
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
の

受
水
ス
タ
ー
ト
に
よ
り

2
本
煮
て
に
。

金
業
団
へ
は
現
在
、
長
期
に
わ
た
っ

て、

1
8
…
怠
壌
の
水
を
申
し
込
ん

で
い
ま
す
。

N

安
定
し
た
水
の
確
保
H

の
た
め
に
ご
理
解
ご
協
力
ゃ
い
お
験
い

取
し
ょ
げ
法
す
の

泌
総
沈
下
等
湾
出
に

叫
地
下
水
の
取
水
、
山
等
分
に

'[) 

め
終
閥
抗
と
し
て
汲
み
あ
げ
る
ホ
に
減
給

が
淡
い
っ
か
な
い
洲
崎
九
円
仙
時
下
本
伎
の

即
時
法
棋
院
下
ム
ヤ
治
下
水
耕
作
州
問
、
仙
則
的
撤
泌
い
れ
倉

会
ど
め
時
淡
町
が
疑
念
し
と
灸
ま
す
。
秘
判

的
子
水
は
織
田
明
中
の
州
開
け
お
の
の
な
か
に
泳
終
決
ド
同
同
大
き
な
役
会
問
総
Lr
告

を
ゆ
っ
く
り
枕
内
約
し
て
い
る
も
の
で
も
る
と
め
、
胸
柄
本
を
絞
め
ら
れ
て
い
る
の

地
炎
本
と
は
災
な
っ
た
校
総
長
も
っ
て
は
綴
投
合
泳
ふ
織
〈
市
野
付
内
務
総
判
明
広

い
ま
す
。
そ
れ
は
関
殺
を
漁
と
て
本
ふ
れ
分
斡
閉
じ
総
後
ω

削
叫
叶
問
的
日
本
的
持

μ

が一
ψ
認
し
て
い
る
こ
と
、
本
間
執
が
災
対
応
げ
で
‘
絞
り
の
け
H

本
的
井
戸
は
削
尚
叫
殺

害
ぷ
と
、
品
作
仰
と
い
う
比
較
的
制
閥
単
な
憾
の
子
総
持
凶
と
さ
れ
て
い
ま
す
伶
勺
干

絡
ぷ
ぷ
よ
っ
て
汲
み
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
糾
問
機
総
数
糊
お

な

ど

で

す

。

こ

の

刊

本

的

弁

一

戸

か

ら

汲

み

あ

け

た

告

は

雲

ー

や

守

護

み

あ

げ

ま

判

州

安

努

事

事

警

護

し

て

る
秀
一
一
仰
が
幻
本
あ
り
ま
少
が
、
治
子
本
務
さ
え
の
す
ゑ
総
仁
叫
躍
っ
て
い
る
の
で
す
《

持
一
刊
の
総
力
と
し
て
は
m
w
本
で
I
H
H

滋
火
1
万
9
6
9
0
併
の
絞
ホ
が
湾
総

?
す
が
、
水
資
的
措
戦
体
内
や
泌
総
沈
下
約

時
附
丘
、
並
附
明
瑚
初
年
と
い
わ
れ
て
い
る
弁

仰
の
蒋
合
長
で
き
る
開
閉
り
滋
ば
す
な
と

の
理
機
か
ら
、
野
絡
め
ど
i
ク
時
努
緩

い
て
註
惨
え
日
凶
じ
附
県
本
し
て
い
ま
す
の

際
和
問
年
度
の
埼
合
で
は
2
8平
均
1

万
3
4
0
0
d
の
取
引
点
を
L
ま
し
た
ι

高

ー
水
滋
…
仰
m
l
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企
業
留
か
ら
の

受
水
撃
は

H

申
込
判
明
H

ム
を
建
設
し
て
ゆ
肌
な
を
コ
ン
ト
日
;
ル

2

M

な
く
て
は
告
ら
な
い
か
ら
Z
す役

企
業
山
内
は
剖
授
、
毎
秒
4
・
n
d市山

本
列
憶
を
伶
一
て
い
ま
す
が
、
以
和
利
均
年

度
に
は
毎
品
W
6
・6
4
7
J聞
に
な
み
れ

漏
出
子
す
¢

一}の
J

ム小村給付同一一
2.m
に
つ
込
め
1
0
0

陥
町
内
も
か
か
る
刷
い
と
と
ル
併
合
側
沿
線
ナ
る

線
設
の
線
沿
時
一
一
戦
…
タ
い
い
は
で
き
を

い
ご
と
な
と
か
ら
‘
。
府
機
成
山
同
体
は
水

需
要
的
別
仰
を
Mm双山いル問…は
L
、
会
議

留
に
対
し
て
約
向
山
村
山
知
ザ
綴
ま
P
約
後
期

に
わ
た
り
紫
本
放
を
巾
し
込
人
ゃ
い
ま

す。
余
波
M
W
P
は
ゆ
}
内
山
中
L
込
み
水
泳
じ

対
処
す
る
だ
け
の
本
側
附
の
総
仰
内
線
校

総
A
d

余
儀
人
余
件
、
札
口
一
投
資
L
て
い
き

ま
す
の
?
、
抜
本
的
に
は
お
Mm成
同
体

京
総
本
や
エ
議
総
水
い
い
附
は
わ
れ
寸
い
で
、
的
部
分
?
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

そ
の
水
利
総
〈
水
金
利
問
寸
品
機
利
〉
ん
。
こ
れ
を
資
佳
ホ
盆
制
と
い
い
ま
す
。

合
得
る
に
は
ば
〈
火
な
伐
闘
が
か
か
り
似
り
に
申
し
込
ん
だ
ホ
泣
か
品
服
用
し
な

ま
寸
伶
な
ぜ
な
ら
ば
約
川
の
お
円
減
本
は
く
と
も
、
そ
の
基
本
料
金
「

z
d今
た

総
本
的
叫
に
は
協
と
繁
か
ら
な
り
、
終
絞
り
1
0
5
門
)
は
支
払
わ
な
く
て
は
争

開
や
本
線
擦
が
多
い
夜
則
の
た
め
に
タ
り
ま
せ
ん
。

2月28昌

3見18詰

市
民
の
皆
さ
ん
へ
か
安
定
し
た
氷
H

を
確
保
し
供
給
す
る
た
め
、
企
業
団

か
ぷ
の
受
水
は
一
一
一
同
期
的
目
前
川
一
例
…
WJいい

孜州知
J
F
市
引
で
も
叱

ιrbt~け
ご
は
ん
本

ぷ
向
後
一
ほ
の
門
別
手
分
し
か
品
川
札
制
て
九
%
、
ま
け

ん
。
ニ
の
た
め
昭
如
刊
紛
れ
牛
授
は
i
H
H
いい

川口弘おーい丹
0
0
3
0
0
a閉
め
申
t
込
み
を

し
、
ま
れ
'
h
m
w
紫
綬
は
線
上
く
ー
ぷ
9
0

9
0
.
m
m山
中
し
泳
み
を
し
ま
す

a

付
加
問
?
Jー
が
ョ
心
事

潟
市
伊
一
穏
で
は
乱
期
も
多
く
水
が
拙
閉
経
さ
れ

る
帥
吋
に
や
め
わ
品
は
た
本
端
部
や
仲
概
況
討
を
犠
嬬

し
て
み
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
入
。

H

拙
は
問
削
し
な
い
分
的
制
門
学
ま
で
が
糾
う

的
は
お
か
し
い
明
、
は
な
い
か
f

と
い
う

た
れ
村
本
体
制
側
主
守
る
と
め
に
誌
や
む
を

得
な
い
こ
と
と
こ
閣
は
お
い
と
だ
き
と
い

と
殺
と
ま
す
リ

エ
問
い
合
わ
せ
本
…
滋
門
向
付
税
必
斡
官
加
担
叩
刊

世〈引出

~nVl--

務孫子市の水諜

2
月
初
日
缶
、
む
3
四
月
日
目
ま
?
の

2
源
問
、
会
国
一
一
向
に
町
柳
時
の
火
災

予
防
吋
通
話
慰
L

が
爆
問
問
点
、
れ
ま
す
c

絞
一
際
協
同
は

ω
怖
い
の
は
吋
消
し
た
つ

も
り
モ
場
主
は
ず
と
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
↓
合
法
殺
し
ま
し
ょ
う
ω

取水している井戸惨予儀の井戸
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A
今
年
蕊
に

9
持
汁
の
火
窓
が
発
生
し
、
者
会
期
間
問
中
の
行
事
は
次
の
通
り
。

ι

宮
山
彦
三
i45主
主

均

一

斉

?

レ

/

吹

雪

び

打

遠

火
災
危
険
シ
i
ズ
ン

2
2
H月
刊
一
日
(
金
)
午
前
7
時

*
韮
(
刻
一
片
町
宅
金
人
凶
開
室
及
び
始
日
嗣
老
人

I
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
が
多
い
の
宅
の
火
災

F
仲
間
短
也
事
(
泌
仲
間
議
員
〉

が

こ

の

雲

可

主

仲

間

禁

右

翼

翌

口

向

に

よ

る

治

時

間

市
で
も
昨
年
、
品
件
の
火
災
が
発
生
制
制
緩
5
3口付
2
8
{
沼
)
主
新
m
問抽出先件、

L
ま
L
た
が
、

2
四
月
に
い
凶
作
、

Z
Hけ
に
*
綴
火
必
発
(
飛
行
一
階
に
よ
る
古
伝
、

7
件
、

3
向円に
3
件
と
世
帯
先
に
か
け
と
ポ
j
九
ペ
ン
や
間
同
品
、
人
の
配
布
)
(
念

集
中
し
て
い
ま
す

3

ま
と
建
努
工
絞
殺
し
牧
安
全
援
汽
鍛
火
怒
首
、

E

昨
年
5
伴
あ
り
ま
L
た
が
、
こ
の
う

1

6

潟火原盤““"““"““開唱和制
m
w
年

2

2
4
件
が
、
の
時
教
に

Q

ま
さ
に
£
ハ

災
前
隊
、
ン
i
ス
ン
"
と
い
え
ま
す
。

設
設
な
叫
同
級
在
、
そ
し
て
時
に
は
人

命
谷
え
も
恥
持
う
一
ぷ
ハ
"
。
取
り
問
問
い
に
は

細
心
の
注
怠
を
払
去
て
く
だ
さ
い
。
体

作
的
齢
出
生
的
協
の
ワ
ー
ス
ト
3
は
ド
島

町
通
り
。
憾
に
と
き
火
は
繁
校
内
思
で
す
。

ま
た
チ
供
に
は
マ
ノ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

部
一
ば
せ
な
い
、
中
〈
フ
ラ
長
あ
げ
る
と
き

は
そ
の
燃
を
離
れ
な
い
、
ス
ト
ー
フ
に

は
燃
え

p
pい
も
の
を
絞
か
な
い
:
:

な
と
、
こ
の
滋
動
長
時
間
に
も
う
…
ぽ
持

の

ωり
の
火
の
ぷ
械
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

位可
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布
佐
駅
か
ら
徒
歩

8
分
j
匂
分
。
何

庶

一

一

週

を

謡

選

で

。

A
申
雌
障
問
輔
端
的
機
察
持
関
下
土
地
問
肱
紛
耐
震
理
組
合
事
務
品
物
で
・

@
一
前
畿
地
紋
桜
子
市
函
珂
下
土
地
〈
下
級
事
問
〉

区
一
閥
抗
盤
盗
事
議
総
一
行
阪
城
山
門
機
申
し
込
み
時
に
は
、
申
込
悶
即
日
叫
金
、

@
交
通
関
鉄
成
問
綿
事
件
以
よ
り
印
鑑
が
必
愛
で
す
υ

徒指一
8
分

か

ら

日

分

争

骨

相

聞

方

法

公

開

附

鵠

滋

。
一
周
波
第
1
珪
住
怒
専
湾
地
域
、
A
V
抽
選
包
時
、
場
所
3
月
l
n
u
玉
川

総
ぺ
い
場
開
%
、
容
検
事
1
5
0
%
関
町
下
念
抽
出
法
制
幽
繁
理
組
合
事
務
所

ゆ
抽
鴎
抑
制
〈
糊
判
明
出
)
換
地
処
分
骨
そ
の
稔
絡
し
〈
同
パ
ン
7
レ
ソ
ト

後

{

岳

地

で

絞

め

ル

を

ご

覧

く

幻

さ

い

。

関

町

下

土

地

区

廼

@
施
後
上
本
滋
、
下
水
紙
〈
品
背
中
祝
祭
理
問
組
合
事
務
所
と
前
川
枕
経
仮
出
附
絞
理
み

え
・
室
政
流
)
、
電
気
、
市
ス
{
線
中
し
P

畿
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
e

h

b

〉

な

お

、

土

地

内

町

民

一

画

は

現

換

の

機

内

争
申
泌
幾
付
期
問
、
場
一
揖
z
n
月
間
司
械
で
袋
一
が
し
ま
す
伶

〈
本
〉
か
ら
則
自
{
火
〉
ま
で
鈴
時
間
は
午
A
V
開
削
い
A

替
わ
せ
鱒
約
千
土
地
区
磁
整

諮
問
時
か
。
ん
や
同
様
急
時
ま
で
橋
場
所
は
理
組
合
世
帯
判
明
暗
精
一
m
m〆

3
3
3
5

調
譜
調
箔
鋪
溺
鑓
a
w
潟
設
お
お
お
お
…
お
お
さ
ん
ア
~iiLル
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
=
=
一
三
三
一
三
三
三
=
=
一
一
三
一
一
一
一
弘
法
蕊
蕊
初
日
お
禁
法
お
お
窓
会
主
玉
三
三
三
三
三
三
三
三
玉
三
三
盆
2
2
盆
2
a
a
a
篇
悠
縫
紋
都
路
結
惚
紋
簿
記
球
一
t
r
5
4
Z
一
一
=
一
↓
↓
三
三
三
ニ
=
三
三
三
三
一
=
一
一
一
一
一
一
三
三
盆
Z
釜
石
盤
釜
盆
公
認
ぷ
必
殴
隙
鍛
鍛
m
m
お
詐
寓
蛇
足
堤
Z
F
↑
豆
三
一
二
三
三
三
三
三
E
Z
2
Z
4
Z
…
4
2
2
盆
盆
盆
悠
悠
定
省
認
お
策
定
応
終
認
隷
苛
認
欝
認
事
雰
蕊
雰
向
是
=
=
一
一
↓
一
↓
=
=
三
=
=
=
三
=
=
E
z
-
-
Z
2
釜
山
霊
一
E一盤石一
E

一

野

盤

童

子

江

円

グ

ラ

フ

か

ら

謀

長

住

み

続

け

だ

い

人

ガ

む

・

5
%

一
i
i川
一

繁

華

襲

撃

は

一

警
護
線
路

-

y

j

d

、

長

官

年

以

日

悼

の

流

入

入

手

多

…

ま

か

一

天

王

山

間

で

「

綴

じ

て

し

一

一

事

一

意

誌

に

ま

い

人

口

は

わ

工

ず

つ

で

す

定

一

位

置

上

町

グ

ラ

ブ

め

と

ん

竺

;

‘

7

2

5

静
g
一

空

T
が

お

き

建

議

に

あ

る

こ

と

が

お

り

、

吋

ず

っ

と

一

伎

み

持

た

い

い

…

晴

山

一

互

い

ほ

か

は

、

い

ず

二

一

一

円
v
o
o
w
川
、
寸
潟
分
住
み
続
け
る
…
に
じ
…

o

γ

j

ん

踊
t

J

引

い

忠

ま

う

か

が

わ

れ

ま

す

の

一

端

出

慾

一

れ

も

開

雪

組

え

て

お

1
J

詩

ま

た

制

産

地

議

し

て

は

警

察

反

つ

も

り

い

?

警

告

わ

せ

一

手

喜

一

L
Z
m品
工

一

て

盟

主

%

の

人

が

倹

み

続

け

一

蒸

歯

車

一

一

山

一

バ
4
弘
、
い
ん
n
M
O
W
品
、
白
区
以
外
的
東
山
県
総
号
6

一
義
愛
一
と
溶
く
な

w

て

し

一

叶

一

ふ

J

ヲ
町
立

C
品

i

た

い

と

答

え

て

お

り

段

段

波

山

間

刊

は

の

一

一

す

一

ト

r
Z
を

ト

L
川

%

と

A

n

わ

せ

て

叫

%

を

鵠

え

、

裏

献

紘

一

た

て

一

年

代

日

開

、

務

総

議

「

I
l
l
l
t

D一
空

白

か

ら

持

っ

て

き

た

人

事

い

と

い

7

結

は

滋

〈

な

っ

て

い

ま

す

命

古

一

隅

M
山

一

で

み

る

と

率

的

縦

一

二

以

」

芝

幾

に

な

っ

て

い

ま

す

。

警

は

ほ

と

ん

ど

の

量

£

{

と

い

へ

主

要

長

い

一

ご

u

k

n

i

t

%

以

上

止

を

っ

て

い

ま

す

が

、

…

際

?

ニ

J

t

f

川
川
、
…
人
ほ
ど
愛
着
を
「
感
じ
一
淳
一
昨

結

問

訪

日

川

%

と

て

勺

2
Lっ

て
い
ま
す

0
1

査

住

み

続

け

た

い

ま

で

は

と

ー

か

い

な

問

げ

は

砕

い

王

2
8分
町

家

や

土

地

が

あ

る

、

…

一

割

問

内

'

宅

(
[
J
J
e
6

円
以
上
減
り
‘
「
感
じ
て
い
Jg
い
い
ぐ
山
門
l
l
|
」

4
2
H
持

・

7

%

と

「

忌

然

環

境

が

よ

い

ん

弘

、

f
h
4

れ
1

2

A

り

ら

な

と

カ

持

、

え

て

い

ま

す

捻

し

か

ふ

る

さ

総
。
7
%
が
多
〈
、
転
居
し
た
い

し
、
術
開
繍
貨
は
郵
送
法
で
密
絞
車
も
と

L

と
時
べ
る
と
こ
ろ
は
と
の
掛
川
側
同

期
制
撤
で
は
:
件
跡
事
や
混
交
・
凶
7

3
2
3
%
と
依
〈
、
持
拡
綴
絞
め
官
向
い
悶
閣
に
同
に
は
問
。
n
w
松
川
的
人
か

1

我
保
子
市
L

絞
め
関
係
祁
;
p
a
w
均
「
明
細
創
出
・
巡

丈
と
考
え
ら
れ
ま
す
白
…
方
‘
と
試
口
え
て
い
ま
す
ω

学
に
不
能
ι
泣
・
a
O
W
N
-
向
円
分
的

町

家

・

土

捕

が

な

い

単

品

整

着

を

「

感

じ

て

い

る

L
入

ガ

日

・

3
銘

と
な
っ
て
い
ま
す

串
料
開
部
予
市
酉
町
T
P
+
ム
拙
閣
僚
一
蹄
翻
前
韓
国
理
組
合
ガ
索
開
施
し
て
い
る
億
一
邸
前
提
窪

務
幾
線
区
内
の
回
開
閉
田
線
m
w
分
緩
経
次
の
送
り
行
い
殺
す
修
分
欄
間
酬
地
は
、

臨
問
滋
が
閑
静
怠
住
宅
出
掛
で
、
同
閥
紳
献
酬
禍
m
出
踊
綿
布
佐
在
日
凱
か
ら
徒
歩
で
n
o
分
か

ら
刊
M
分
と
近
く
、
住
宅
総
に
ふ
さ
わ
し
い
む
こ
ろ
で
す
。
ふ
る
っ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

3
滋
簡
略
下
土
地
区
霞
整
建
綴
合
1

i来線全患の地積および分譲鐙裕

f立重量密および然内密

vr (3)19紙 2.16 
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漉
浄
化
の
調
査
諜
探
査
嬢

ι

品
目
撃
蘇
環
境
庁
長
官
事
沼
視
察

-
1
3
汁
出
品
豆
、
森
去
で
、
汚
れ
の
ひ
ど
会
い
し
体
日
制
作
一
一

P

表
情
冶

焼
内
線
級
w
a
w
悦
設
が
件
一
「
に
お
い
の
ひ
ど
い
N
M
い
、
も
う
…
度

好
指
絞
め
ご
子
関
d

訪
れ
た
い
」
と
ぶ
し
ま
い
た
。

を
銭
円
京
し
ま
し
介
、
ま
f
旬
、
後
輩
に
先
立
コ
て
、
絞
殺
州
市

州
出
で
、
問
問
沼
地
…
内
役
郊
で
会
見
し
と
長
官
は
ぷ
向
液
晶
械
設

か
ら
の
玄
出
雑
妙
本
が
絞
っ
た
問
視
在
、
環
境
行
法
的
チ
ヤ
/

が
流
れ
込
も
大
吉
ス
だ
い
と
級
制
川
d
m
州
げ
の
来
ま
予
算

河川
μ
に
向
か
っ
た
長
で
あ
る
織
成
冷
伐
の
災
絞
説
間
交
(
5
0

官
闘
は
、
総
即
時
か
ら
録
。
万
円
)
を
千
品
操
縦
に
め

取
L
た

を

明

ら

か

に

L
ま
し
た
合

h
v
汚
れ
の
ひ
ど
容
に
深
刻
な
畿
隅
田
町
長
官

“議議事の書長円護をどうそを、

「もろみ'J、陣rJJと「鯉の甘煮j

な
か
h
u
か
い
け
る
ね
「
も
ろ
み
小
町
い
ョ
;
方
を
戸
総
統
的
技
術
で
も
ろ
み
漬
け

と
、
的
時
的

H
殺
L
i
治
ふ
る
さ
と
産
に

L
た
も
の
で
、
上
品
な
薄
味
と
鈎
跡
的

品
窓
口
開
育
成
協
議
会

r
q
d河
川
下
町
味
H

の
滋
味
が
柏
村
匂
ま
た
、
径
約
甘
煮
」

食

と

し

て

こ

す

き

淡

町

A
昔

、

は

語

学

五

九

万

三

時

燃

を

か

拭

事

Z
Z受
さ
ん
ら
率
い
て
交
付
て
特
有
毛
柔
ら
か
く
ま
ん
主
的

表
雲
と
査
会
長
し
ま
し
た
惨
で
匂
味
の
方
も
し
つ
こ
く
な
く
万
人
向

発

、

む

ろ

み

小

町

L

は
こ
こ
一
ニ
ン
ジ
シ
、
け
に
の

口
問
1
リ
、
小
芝
、
ダ
イ
コ
ン
、
ン
い
ず
れ
も
ぷ
立
を
行
う
た
皆
さ
ん
に

産

‘

好

評

で

し

た

。

シ

」

佐

々

木

殺

さ

ん

も

「

人

凱

防

令

綴

し

、

品

川

、

い

ろ

い

ろ

な

政

べ

物

を

い

た

ど

さ

ま

し

室

内

W

た

v

今
度
か
ら
は
お
「
唱
し
に
こ
の
品
開
許
制

、

ト

ム

ダ

ザ

ザ

贈

う

7

a

ど

患

い

ま

す

包

ま

た

紘

一

ャ

な

米

務

じ

も

裟

は

れ

そ

う

で

す

h

と

。

食

一

後

防

相

。

。

な
お
こ
れ
匂
の
ぬ
は
4
月
附
明
か
ら
、

パ
ソ
ク
詰
め
に
さ
れ
て
版
流
き
れ
る
予

定
で
す
。

Y
て
ヲ
ぞ
か
ふ
る
き
と
の
球
々

を
こ
食
味
〈
だ
さ
い
。
ま
た
サ
ふ
る
き

の
お
小
中
療
や
手
一
緒
筈
に
ら
大
変
手

b
e
こ
れ
は
お
い
し
い
*
と

後
々
ホ
殺
さ
ん
も
太
鼓
判

官
J
W

チ

時

J
聾
苦
闘
時
議
嶋
君
吋
J

o
o
iム
ゅ
ん
輯
棋
輔
静
齢
期
ぷ
醐

成
田
l
我
慈
子
駅
伝
大
会

主

総

器

禁

了

間

関

絞

め

九

歳

震

設

で

4
位
に
な
っ
た
市

伝
大
会
〈
中
舟
ザ
院
大
学
支
縦
)
立
船
橋
A
が
術
学
を
リ
ー
ド
、
後
半
は

が
、
1
月
間
口
い
い
い
け
わ
れ
み
あ
し
結
恨
駅
伝
的
メ
ン
パ

i
必
み
励
む
燃
天
堂
品

た
。
今
年
は
、
ぷ
校
、
大
字
、
よ
い
か
迫
い
上
げ
逆
転
機
勝
し
ま
し
れ
~

ジ
ー
一
存
/
ク
産
計
ク
ル

i
ブ

令

市

内

チ

i
ム
の
結
果
は
次
的
巡
り
。

ど
別
チ
ー
ム
か
事
お
し
、
成
問
害
状
終
予
悲
友
会
A
(
日
位
)
$
我
路

市
中
心
H
総
動
公
開
出
か
ら
久
寺
中
草
子
和
市
役
所
〈
郎
総
)
本
中
央
芋
錠
吉
岡
絞

め
中
史
学
隊
火
学
ま
で
7
区
間
問
、
一
部
仏
臥
)
命
中
布
佐
上
附
(
町
役
)
*
我

M
A

ア
キ
日
で
徽
脚
J
T
競

い

ま

孫

7
走
友
与

し
た
ロ
レ
ー
ス
は
、
的
年
体
れ
依
)

〆iμ
hF
ユ
i
ん
め
ざ
し
一
膏
ド
ス
タ
;
卜
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上t車まするため改定前のものです。 縦総人喜善言霊吋

(Ui'l和60年4月Hl!克夜)

すご校卒業後、Niち

線用された者の扮{壬総

とその後引き続~， 2 

王手濁勤務したと

終fl重量。

112，呂00円

132，000問

96，600問

圃職員の学般労IJ、経験年数別平均給料月額(沼部号制月 1Hi 
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機器7幸喜善
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マー
しく理解し、ショッピングの日安に軍記

約
3
5
0
に
も
の
ぼ
る
蕗

品
の
マ
i
ヲ
。
マ
i
ク
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
誌
、

賢
い
消
費
者
へ
の
第
1
歩。

私
た
ち
の
身
近
i

な
商
品
に
は
い
ろ
い
ば
次
の
3
つ
に
分
け
る
こ
ど
が
戸
、
き
ま

ろ
♀
7
1
ク
い
か
付
い
て
い
ま
F
が
、
そ
す
c

の
意
味
を
知
ら
ず
に
い
る
と
、
外
絞
上
7
i
?
の
分
媛

か
ら
で
は
わ
b
ら
な
い
枠
伎
や
、
安
全
科
閉
経
務
マ
i
?
者
一
泌
郊
に
よ
り
禁
淡
い
か

設
に
つ
い
て
判
判
断
す
る
ニ
と
は
閣
総
?
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
γ
1
ク

す
。
そ
の
数
は
、
特
盛
時
な
も
の
ま
?
食
が
な
い
と
伽
叫
ん
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

め
る
と
約
3
5
0
M
削
減
少
庁
警
i
率
繰
?
?
譲
に
よ
っ
て
ま

夕
、
機
数
マ
i
ク
、
安
定
マ
ー
ク
か
μ
つ
ら
れ
た
稼
働
ゆ
が
み
り
、
各
都
合
中
山
繍
し

W
H
い
ル
仰
い
い
伶
匁
た
な
い
も
の
ま
?
機
々
で
ふ
除
隊
し
た
綴
ふ
い
い
は
き
ポ
で
き
る
が
も

よ
山
仰
い
よ
れ
メ
ー
カ
ー
が
山
中
終
す
る
か
ど
う
か
は
ね

五議子二p

b対象 (，~本 1主力
なベ喝さへ!1-メノト

(単語辞用、野球m)
*/くピーノ又 y ド*

鷲 l1J閉口一ブ*金

属パノトミ卒

⑧ピン5書炭駿飲料

ヨ主主主主
惨対象 *乳母車

掌歩行1.:l当事フラ J

コ*三総事*かん

l;JJり学二段べ y ド*水中マλク

キ滋号ヌヤスライタ

@⑤ 

⑤⑤ 

日立、ダイエーの

元エースアタッカー

自
fチ
も
の

0

0
自
主
7
1
ク
仏
浄
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
、
業
界
な
ど
が
白
主
的
に
設
け

て
い
る
も
の
。

こ
の
フ
去
っ
A
F
函
は
、
義
務
7
i
ク
に

会
ま
れ
る
決
金
マ
ー
ク
に
つ
い
て
お
幅
削

し
し
ま
す
口

2
端
摺
開
閉
め
安
全
マ
1
ウ

安
全
マ
!
ク

k
い
う
の
は
、
微
々
な

綴
尚
聞
が
山
山
川
附
り
、
消
山
町
議
U
V
絞
っ
h
p
ん
問

附
哨
ガ
ル
肱
や
削
判
M
則
的
欠
陥
な
ど
に
よ
る
劇

的
役
ふ
燃
に
附
く
た
め
の
γ
タ
。
泌

鈴
が
緩
め
介
検
徐
州
刷
"
仰
と
一
減
問
依
印
刷

ふ
に
品
川
い
て
い
る
強
制
サ
ー
ク
で
す
。

安
九
七
を
議
同
m
L
奇
け
れ
ば
告
ら
な
い

古川良子さん(新木)

泊
費
生
活
用
製
品
(
圧
力
な
べ
及
び
任
が
付
い
て
い
る
拠
品
で
あ
れ
ば
、
ど
の

力
が
ま
口
!
?
ラ
i
ス
ケ
ー
ト
・
丞
牢
よ

2ne使
い
方
を
し
て
も
安
全
と
い
う

用
ヘ
ル
メ
y
ト
=
登
山
線
ロ
ー
プ
な
ど
)
わ
け
で
は
あ
り
ま
サ
ん
の
で
.
氏
し
い

8
n間
関
に
附
出
子
安
会
基
議
を
定
め
、
こ
枯
は
い
ふ
ぞ
ま
'
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

れ
に
選
会
し
た
も
の
に
し
か
絞
授
で
き
れ
い
5
・
0
7
1
ク
の
付
い
で
い
る
製
品

ま

せ

ん

白

が

後

陥

附

し

た

と

し

で

も

、

そ

の

品

伐

に

ほ
か
じ
治
相
阿
波
川
商
務
製
品
小
宮
念
総
に
つ
い
て
保
机
叫
す
る
と
い
3
も
の
?
は
な

幾
つ
い
て
減
点
さ
れ
た
縦
糸
安
全
努
兵
く
、
あ
〈
ま

Z附
壊
な
ν詩
体
的
な

が
、
お
主
約
薬
品
中
に
緩
づ
き
v
総
後
L
た
淡
柑
憾
に
つ
い
で
隊
問
闘
す
る
と
い
う
制
制
緩

製
品
に
袋
一
都
ナ
5
3
‘
m
u
マ
ー
ク
が
ゐ
で
す
。

り

ま

す

。

と

め

よ

う

に

、

袋

一

一

治

は

級

品

世

上

手

こ
の
γ
i
ク
を
袋
一
訴
し
先
制
務
則
的
欠
に
的
問
う
接
持
と
な
り
ま
ん
多
6

泌
決
議
は

協
に
よ
る
人
幹
事
終
が
い
臨
き
た
絡
会
、
祭
事
ま
{
凡
万
糊
哩
抑
酔
し
、
議
岡
市
し
た
い
も

協
会
が
洲
然
科
検
討
し
と
上
で
窓
口
総
の
で
す
む

償
金
を
支
紘
い
ま
す
と
し
か
し
マ

t
タ
す
棚
問
い
合
わ
品
明
治
日
比
汁
ナ
ポ
採

2月23日(悶)
中央公民館

みんな楽しく、和気あいあいと

仰
山
初
日
年
出
畑
一
の
防
法
計
一
経
団
江
川
税
ム
H
M閣

の
縦
波
苦
行
口
ま
す
、
(
川
附
「
守
口

F

性行問、

お
小
山
山
内
制
限
絞
め
除
法
問
口
は
、
山
川
刊
引

が

r
l
l
'
a
i
r
t
-

f
:
i
i…
 

w
v
綴
蜘
組
織
欄
間
3
汁
1
H
i
乏
か
ら
3

行
部
日
付
主
ど
ま
で
の

1
削
8
川
加
分
か

らん
Y
マ
〉
%
ま
で
{
ど
だ
L
i
総

υの

千
九
設
が
け
引
絞
れ
ば
総
ノ
二

学
祭

長
寿
美
学
の
各
グ
ラ
フ
、
均
台
ι
F
J
Tが

1
年
術
的
成
祭
を
経
楽
し
ま
す
コ
民
間
鐸

ト
人
心
下
に
や
〆
し
?
ι
附
関
心
的
あ
る
k

刀
、
ぜ

ひ
ニ
索
開
崎
〈
ど
さ
い
。

w
v
段
時
Z
H
H
刊
ω
H
H〈
H
H
〉
守
山
関
山
川
崎
か

ら
午
後
A

情
的
ま
?

軍
機
一
前
市
川
叫
ん
別
総

V
内
務
〈
本
?
ル
〉
つ
ι
8
4

一
ツ
ス
z
d
行

時
‘
グ
〆
久
、
け
が
小
鈴
w
m
τ
た
同
地
、
伐

材
師
、
カ
ラ
オ
ケ
な
万
的
発
長

〈
大
会
議
笈
〉
手
然
、
昨
昨
h
w
宅
持
品
魚
、

水
m
煽
叩
側
、
長
ー
キ
の
ル
W
H
m
な
と
め
M
判
部

甲
余
儀
中
炎
ハ
日
目
M
A
品
開

官
(
的
叫
)
0
5
1
5

コミミズク
(フグ oウ科)

軍
一
担
妥
神
経
内
災
復
検
出
透
削
仰
先

主ザ
申
し
込
み

ω
印
後
セ
ン
タ
i
世
(
釘
〉

1
1
3
1
へ
併
時
四
拍
子
山
料
、
け
日
行
を
お
知

附
問
い
合
わ
せ
も
α

少
年
セ
ン
タ
ー

大
き
な
版
、

い
悦
闘
の
ソ
夕
日
ウ
形
明
¥

ヤ
ノ
チ
り
体
は
制
削
除
?
附
胤
い
燃
絞
が
あ

J
て
、
日
付
は
A
紙
偽
?
、
小
L
A
P
…
い
川
崎
紛
が

み
り
ま
す
α

削
摘
は
体
に
ル
ル
ベ
て
紙
聞
く
て

九
九
点
闘
を
《
て
ー
に
滅
び
ま
す

3

ア
ジ
ア
大
伎
で
務
総
し
、
日
本
で
は

冬
白
河
引
¥
川
川
、
海
岸
、
川
然
、
時
排
他

等
門
家
同
町
で
生
活
し
で
い
ま
す
。

品
出
動
は
門
日
中
P
も
し
ま
す
か
、
夕
方

か
う
一
法
に
か
け
て
が
主
F
‘
利
恨
川
沿

出
序
の
草
原
で
と
き
と
き
見
ら
れ
ま
す
斗

青
山
の
日
の
出
で
は
、
開
発
が
進
人

だ
今
で
も
、
飛
ぶ
こ
と
が
あ
る
よ
フ
で

↓，
 

(
笠
真
、
石
井
光
菜
、
文
二
一
品
川
附
敏
夫
)

ら
ア
ド
ぃ
a
U
N
M
火
代

'
つ
主
ふ
守
労
災

後
M
M
川
町
小
H
1
い
し
め
、
総
力
、
中

シ
〆
ナ
i
織
が
、
金
ど
で
ト
お
絞
り
の
だ

は
、
気
終
日
い
ご
相
関
は
試
〈
だ
さ
い
。
付
時
必

州
開
綿
均
七
〆
タ
で
は
、
そ
九
な
め
の
は
凶
叫
~
寸

1)ま
す

山
恨
み
を
絞
っ
た
人
と
ら
の
た
め
に
、
M
m
V
自
時
引
け
日
開
か
ら
索
隊
は
午
前
附
始
時
吋

神
衛
生
約
ぷ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
か
ら
午
沌
3
時
、
L
L
阪
は
ぷ
午
ま
で
。

心
的
川
河
ち
李
考
え
方
ひ
と
つ
で
、
平
場
所
数
十
骨
子
員
長
会
敦
宵
湾
内

す
い
よ
人
変
わ
る
仁
の
で
す
ひ
と
り
h
y
年
七
〆
タ
宮
(
剖
)
1
9
0
0

て
い
納
ま
ず
、
L
R
軽
に
ニ
山
山
談
く
だ
さ
い

申

vv叫鍛斡斡鼠児議所“品色ιaL税
配
話
認
刊
冒
v
v
変
牽
一
吏
吏
淫
由
引
一
扶
技
F
迄
寸
品
敷
H
制

-~
φ子γ仁皐~定=厄厄地の昨旋柁

v
隠
い
合
わ
ゼ
迎
誇
師
叫
校
悦
却
諜
山
問
g回z
疋
毛
叫
安
貞
窪
山
綬
悶
止
弓
実
ん
絡
抱
九
企
茂
叫
計
刑
仁
よ
る
ι街
山
路
計
詞
高
の

M
係
附
H
記
見
直
L
叫
接
摂
凶
地
地
刊
ぷ
叫
井
計
山
ν等↑与f
仁小士Aづリ街叫路剖荘

寸
|
i
i
1

一
我
謡
子
郡
罷
蝋
北
口
…
ふ
ち
う
ち
う
tJ〈÷に
い
あ
わ
主
せ
て
、
;
山
午
午
±
「
崩
管ト年小

一6:ヲ
j;色

:
;
:
;
;
;
;
:
;
:
t
e
e
-

後
ま
で
一
の
町
中
世
延
長
4
一
灯
、
J

一

土

地

区

画

整

理

の

一

嘉

繁

喜

品

目

一

一

三

一

ハ

j

;
:
4
1
1
:
;
:
:
:
:
:
;
ヲ
一
対
吉
川
口
、
け
主
主
、
乃
ん
守
的
S
M
別
刀
少

事
業
計
罷
愛
車
一
手
守
?
三

「
I
l
i
-
-
i
j
j
い
帯
…
結
後
機
筋
総
出
以
冷
液

上
凶
m
M
一
一
州
校
内
必
紘
一
加
川
品
川
悦
引
け
u
d
引
の
軍
総
い
会
わ
せ
w
知
市
伐
必

vn

削
刈
吹
い
よ
り
、
扶
M
m
f
削
船
ぃ
指
針
向
孜
ぷ

v

十
駅
牝
い
よ
仙
胤
vh尚
軒
以
削
川
ぶ
殺
の
前
官
紫

ふ
人
き
く
変
愉
悦
す
る
数
終
予
w
v

絞
殺
の

則
的
向
的
年
八
刊
の
品
川
m
m
悦
門
的
問
定

中
行
は
、
記
汀
げ
げ
か
ら
受
け
付

け
が
始
ま
り
ま
す
。
中
止
け
制
限
は

3
M
付
時
川
口
で
す
が
、
州
間
以
削
減
に

去
る
よ
山
間
務
総
い
は
太
鉄
線
仙
献
し
ま

ん
の
で
、
議
後
中
h
u
は
判
、
き
る
だ

け
日
午
/
¥
行
う
よ
〉
に
し
て
く
だ
さ

も干
潟
い
合
わ
せ
品
川
総
代
組
制

宮
(
吋
叩

)
2
3
2
1

車告iま
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熱
戦
争
v

回
世
開
閉
す
会

'
k
fパ
レ
!
じ
い
i
?
は
け
卒
後
出
制
約
液
晶
制
力
i
y
v
A
W
り
、
品
川

ル
日
本
リ
ー
グ
と
り
わ
付
日
立
の
液
泌
災
哨
域
全
践
と
ス
ハ
イ
ク
骨
H
h
w
w
A
一
消
滅
。

勝
記
録
ス
ト
y

ツ
と
ダ
イ
友
人
ハ
f
M
午
、
総
長
人
川
町
諸
問
も
、
い
き
な
り
レ

ア
〆
潟
干
の
必
死
と
い
う
2
つ
め

4

事

々

heゐ
…
ッ
;
と
し
て
泌
が
け
砂
川
や
け
制
本
リ

件
'
が
議
な
フ
た
3
M
円
山
内
汀
の
げ
な
l
i
y
い
日
山
部
識
し
、
紛
れ
の
い
い
ス
ハ
イ

ダ
イ
ぶ
i
燃
は
削
除
問
に
析
し
い
。
ァ
で
然
災
炎
、
料
料
入
賞
金
制
慾
し
た
の

令
叶
討
介
タ
る
点
川
内
問
ず
さ
ん
川
崎
、
主
吟
乃

A
Eニ
ょ
に
リ
パ
リ
之
、
守

!
:
!
:
1
1
j
i
l
t
p
:
i
j
 

す
P
に
附
筑
間
企
出
…
い
た
も
の
の
ち
か
つ
ら
ま
く
議
吟
カ
ふ
る
ス
川
f
ク
』
刊
が

て
は
日

t
、
そ
の
後
グ
イ
ゴ
て
泌
総

L
た
一
記
念
日
本
チ
ム
の
メ
ン
パ
。

屯
削
の
1
粂
に
生
ま
れ
、
パ
レ
の

お
門
、
巾
付
高
校
か
一
勺
一
H
U
一
へ
と
進
む
。

i
6
7
h
ヒ
/
チ
と
ハ
L
i
の
選
手
と

L
て
は
決
し
ど
い
向
く
ほ
ん
ペ
り
L
h
u
sレ

強
い
ほ
と
恵
ま
れ
土
ン
ペ
ノ
ア
力
で
4

始
エ
;
ス
ア
タ
ノ
ム
り
と
し
て
治
山
畑
一

こ
の
間
、
高
校
選
政
ヂ
j
ム
の

U
に

選
ば
れ
て
山
山
同
行
し
た
均
六
F
U
U
包
括
下
一
権

大
会
「
阿
川
町
刊
幻
年
、
ハ
ワ
イ
で
開
催
)

ぷ
M
q
叫
札
会
人
と
ず
っ
と
務
中
品
川
消
。

…
ぴ
と
い
成
品
り
い
い
パ
レ
;
u
p
j
ル
に

酬
明
汁
く
れ
た
緑
内
日
だ
が
、

日
伴
、

ω収
合
怜
品
刊
し
日
立
を
h
m
一
社
日
吋
パ
レ
与
が
青
森
。
あ
れ
だ
け
祭

政
組
問
に
、
新
チ
ー
ム
を
山
間
伐
!
と
タ
f
中
?
き
と
い
と
け
で
も
滋
認
で
す
…
と

ヱ
ー
に
掛
か
れ
、
ゲ
イ
ム
!
の
日
本
リ
制
限
り
返
る
。
芳
し
い
寮
時
十
ム
日
出
約
締
に

!
ク
人
り
に
貞
献
。
昨
年
4
丹
、
教
え
は
盛
夜
と
中
間
ホ
ハ
し
て
滋
会
を
仲
間
川
口
山
山

十
的
成
長
を
見
問
け
て
川
引
没
し
た
吋
一
L
た
こ
と
も
0

2
〕

m
w
時
は
お
は
斗
さ

ん
に
:
好
き
で
入
っ
た
送
、
な
ん
で

暗
っ
て
く
る
の
r

と
濃
い
返
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
と
」

へ
J
で
も
機
会
主
れ
一
三
ふ
る
ん

ハ
レ
!
の
お
#
に
出
向
ぐ
い
生

ハ
レ
!
と
ユ
綬
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今

後
は
'
し
を
前
理
じ
で
、
治
決
灼
お

役
に
ゥ
一
九
え
い
」
と
窓
41を
ぬ
ハ
や

rc

へ
4
2
Qい
い
計
同
時
字
定
、
い
よ

い
よ
人
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第679号

昭和例年2月 18現 直 *人口112.'164人(+995人〉
(対前年比〉 男56:1印人女56.014人

本世帯叡34.046t立時〔十501世帯〉

骨市 役所本庁防刊竹骨市民主宜g84-33刊
骨つくし野支所 84-8801 骨市 民 図 書 冨 飽 84-'1'110
嘩 湖 北台支所 88-0828 由市民国璽館湖北台分箆 87-3055 
曲濁北支 所 88-2'111 噛市民図函館穆IJJ図函館日7-09日日
画布佐 支 所 89-2358 曲中 央 公 民 館 日2-0515
画製宵委員会 85-1151 画都市改造事務所 85 竹内

申水 道 筒 84-01'1'1骨身体陣答者福松センヲ 88-0141 
骨消 防 署 84-01'19 噛つつじ荘 88-0123
申告年センヲ 84-1900 画生活環境課〈浄化槽〉日7-2379 
骨市史蝿さん室日5-24日ゴミ)87-0口15(し尿)88-2547
申保陵センヲ一日7-'1131

瞳噛鴎園
[家庭購入卓球大会] I制
砂日時 3片 9Fcl(目〉午白IJg時30

分開始

砂会場 新木小十す牧体育館

惨事加買椙市内存主の家庭婦人

砂種目・参加費*シングルス(A

G'Cのフンワ副ト ナメントー)

50C円 *ダブルス〔期差日ト

ナメント)IOUCτ]
惨申し五';ih 問い合わせ 2同78

El (必着〕ま Cにハ刀キ[ご出場極

胃、ランワ在明日し、湖北白5-1-7

杉原岩美子n87--2552へ
fb卓司:連盟

我孫子 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ
第宏 窃チャリティーゴルフ

砂日時 5月 13目〔火〕

砂場所 竜ケ亡奇力ント')-'7ラフ

惨人員 200名

修会費 21コ300C円〔ブレ費、

昼食代、パ ティ 代、チ守フリうァ

ィ塁宣言む)

砂申し込み・問い合わせ L)円 15

白までに申込金1巧30Cコ円をiT言え

て新木3055-1我孫子ライオンズフ

ラゴ事務所fi88-21)96C午 前門時

ガら守後斗時〕

京コンベの伝言猷迎します。

教育委員会開催
砂臼時 2月!日目〔火〕午佳 18寺

砂場所顎肖委員会会議室

砂問い合わせ教育委員会崎務

課fi85-1151

|みそづくりをやってみませんかl
生協我孫子生活センタ では、

双の日程 Cみそっくりを行います。

砂時間 午後1時3日分力ら4時

惨参加費 300p:j 

t>日程等

声 講座)
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砂申し込b 問い合わせ 週間福

祉作業所(中里80、湖北豆町裏〉

宮自7-0513へ寝屋書、写真〔ライ

/J判〉を本人汀符参

[嫡少報道クラ7・柴錆剣胎i
@柴笛少年柔道クラブ

本稽古田時田島火曜臼午後60守

力ら8時、 ffie土濯日午治20寺30

分ガヒ)4時30分

キ対象 小学校3年生力ら甲宇生

(新学期力ら〕

*指導者我孫子警察署々員

@柴崎重1)友会

キ稽古日時旬包l躍日午t主3時

合唱発声にl跡整広場習方法、をや

さしく、解力りや普くi旨湾しますο

惨日時 2同22日(土)午後1回

砂場所中央公民館!T;;--)['"

惨参加賀 150C同

t>講師 話不茂明(日本合唱指揮

者協会理事)

惨申し込み・問い合わせ合唱J重

盟「しあさG¥)酉i0fi8iト 6808

1日田官邸-21ol

3O:o注工jら

キ対象 IJI学股4年生ガら中学生

〔新学期ガら〉

*指導者市剣道連盟、我孫子警

察署々員

砂場所我孫子窓察醤

t>人員 <520名(先着i告〉

惨会費月7∞日用

砂申し込み・問い合わせ 2伺28

臼(必着〕まで仁ハノJキlこ応零す

る会、住所、氏名、年齢、学年、

保護者氏名を明記し我孫子1684顎

育委員会体首課まで

[剣 道初 J山者l
b応募資格 1I1学枝3it生以上

砂会場・人員 本中央公民館道場

60名 水澗1 t:/~\宇校i本育館40包

砂会資入会主IOOC円半年JOC口PJ

砂申し込み 3月 168、23日午前

100寺力ら 118守立て各会場 C申込尚

ほと主雪を，01言えて

炉問い合 わ せ 市 剣 道 連 盟 111俣

fi82-2250 UJiす官82--2830

I wの仲間(我孫子登山倶楽部j
四季ありありの山を仲間と共に

金 Jて男ません刀、 '18歳力己5C需

主亡の人で性問'1、三験l正問いませ

l園際安流のつどい講演会1~第3田聞碁入門講座) んの

市国際交流の会では、第守回の

講演会を行いま守。

砂日時 2月22臼(工)午前108寺

砂会場市 民 会 館 大 会 議 室

惨演題 「力ナタその教需と文化

についてjスライド利用〕

砂議師 マ') ポ Jlノーテユパン

〔明の星短大教侵〉

砂参加費 30C円

惨連絡先中丸官87-2346 小 松

fi88--rJ 178 むお、当主てはだ古

いま五員事集を行コどいますο 三

万同!こ '1Icl!亨屋の活動令ポ定しと

いまにJ，Ut-去費100C円〉

(グループ虹七宝展)

砂日碕⑧包週巴庭口正午ノつら2

時、 2時30分力ら4時3C分の2ロ
⑨宿直土建日午後3時力ら5時

砂場所③湖北台西集会所 ⑮井

手口ホール

t>会費月28閃同他に顎材質

惨申し込み問い合わせ 3月j[J

B C必着)までにハガキと寿2-27 

34巳本僧院孜孫、ヲ中安吏部

大熊fi83-2103

1婦人就業技術講習会l
砂対象者対実在希望する同人

砂講習科目 叩裁、培裂、究開、

守坪事務(詳屯id問い色わlJと〕

砂受講料用料〔教材費白己負担〕

中央公民館七t:t弄諸国1将7生の b受fす期間 3月5日(寸く〉刀ら 12

中央展tU震昨日(額出〕新任掃の 日C7Y門前98奇から118弓30分、 1

ィ主オ時力ら4時まと発表とノJツセサ') のチヤリテ γ

パザを行いまず。

砂B時 2月22BC土〕力り26己 附

午前1C時力ら午後7時

b場所ヲ f工我孫J'[古斗[芭

炉問い合わせ川添官邸-9391

t>受講場所ー申し込み・問い合わ

せ干葉市干葉澄43C径常吉会話

3陥)県婦人就業援問センタ

fi0472-47-8541 

※ヲ1共同伴亡の受講はときま世lu

t>申し込み 3月75口まど(ごハア7

ヰで青山 1選辺照夫方我帰主主IIJ

倶楽部まで

t問い合わせ iX書官邸 32日7

「盟国盟園閥園協
日高橋竹山竹与演奏会川

砂入愚券発売所 *平員昌也本北

口ひら11*ヲィ工我孫子民不ブ

ッフススス ~c *荒井"，J2j本石川晋

光宣*ぷヒ ネ十 屋書，16*[tJ史 i
公民館*図書館湖北台分自官本市E王

立認内売巴ひろガり*市民主舘

1蜘 2.16(6) 
一一一一一一一「

函悶話会活費者亡ターJ[県内の最低賃金改正l
砂資格 20歳以Jの肖質者 砂掻低寅金*時間額 4t.lb円*白

砂内容戸ンケト、持管者同連 額百日同(臨時、パトタイ J

朝団瞳噛
|蹴{喋所バザー1こご協力を] しと

3円30円(白)1こ福祉作業所てパ

ザ を行います。ご家庭て不n~lc-~

uっている臼同日、地員等をこ寄

付くたTさいハ

ご連'"くどされはお伺いし矛すl

パザの売 I童は、福祉作業所の

墨営費に使用させといとどきますυ

砂連絡先 週所福祉(乍実的

fi87一応13

明るいくらしの設計
簡 易 保 陵 郵 直 年 金 新 加 入 運 動

生命保険および個人任意年金と

しての保障の提供に加えて、その

員金は、国や県、市区町村を通じ

て学十丸住宅、道路の建設等に活

用さ杓ていま弓。

砂運動期間 3月31日正で

惨問い合わせ l>A;キ子郵便局fi82

即日1まえ三IJ.最寄りの郵怪聞へ

[倒産防止特別相談室)
県では中小企業者の倒産を防」ょ

する疋めtBi訣卒、を設置しといます。

「早めに子をうコ」ことガ倒産を

防ざ、経営を再淫司る決め予てくJo

8砂相談内容 *倒産防正の方競

ネ ii:1差出」よ汀回苦8MB守の円昌広整

理、法的子続きおどの信号、E月言等

砂設置場所 1l}戸商工主議所fi04

73-64-3111 

⑮③⑪⑧⑧ 
*jY，l;;;て子力λ(怖〉惇から肖防苦(

亘察広報車問にとライトハノ '1c-i 
ガ電増され、 iゴ防;::t;:2sに配置しさ

*菜ひろ子保 (['jJJ) んら社会福

1115信号室尚早告にと 2片岡の富1.)

Zゴありましだい

*大刀いぞう祭実'J長自会〔代表

野田〕草)保わり社主福祉01T宣告整備

室主主にと '1h3日日同の吉付ガあり

ましと

市住!j¥字恒5年4出同僚J)1~) 

i1去福祉施設禁I詰豆圭(こと 17お円

のご)'j、Iガあり示しとづ

*我孫デ.J)レコ二ノラブ尽力り老人

にとベスト56恨の寄付ガありまし

/ニペ

*市民の方 (1ζ呂)わり自l本?亭言

書福祉センヲ l'と800C円の百付

!J'ありましEc

申パチンコYフ三:ンゴ時(ll'戸〕

/}'0臼易マワ ズホム()まわり

自にとふで1白とお菓壬の奇智があ

りましたてω

常設孫子ハブ7 スト顎会己涯学m
笠捷一同町!J'う間現マリ ズパミ

ムひまわり園にと300C同の寄付ガ

ありまし疋。

キE寝室室時計百十ま(胡J仁己)刀 Jコ

湖北白保有国にと!尾崎計のさ増7げ

ありましど u

*我孫子第二小学mPIA様力口

社主?晶祉月号設整(詰星主にと文化祭

の収五五主の Es3月間の雪(寸ガあ

りましとU

砂問い合わせ ~~f-T r直 lr9:~れま堂相
本illJJ売口H主(明戸〉力ら当1本語

E!il旺宮山72-23 川口
害者福祉センヲ にとオ万同のキ

!テレホンサービス尚一1313] 1山り正しだ。

2 6t体自舗翻蜘問問歯科瀬市主削除12ω月 l〈 一 一 サ ー ビ ス
思}I~諮婚相談=湾工長話1 仕ω~111:0] 申車庭の臼

lF市民図雷謹滋北台分館は2月288まで林舘です.

震 J252智
Jl1月 明 ご と 轍 = 同 工 出 し 口 一 15山

町つつじ荘体箆

日f主主吉

26利明書苦情相続=市民間 1000-15Q(J
ν|ぽ戸ルコール霊長事室=天Jfj青年語'1'30-
J、1，.. 老人健蔵相政=ココレ荘

294 


